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日本チェーンストア協会の概要
１．設 立

昭和４２年（１９６７年）８月２日

２．目 的
チェーンストアの健全な発展と普及を図ることにより、小売業の経営の改善を通じて、わが国流
通機構の合理化、近代化を促進するとともに、国民生活の向上に寄与する。

３．会員資格
○通常会員
・チェーンストアを営む小売業法人であって、１１店舗以上 または年商１０億円以
上のもの。
・チェーンストア事業を営む小売業法人を直接の子会社に持つ持株会社。
○賛助会員
協会の趣旨に賛同し、これに協力する者。 ただし、賛助会員の中から常任理事会の推薦を得る
等して特別賛助会員とすることができる。

４．会員企業数
○通常会員 ５６社
○特別賛助会員 ２０社
○賛助会員 ４０７社

５．会員企業売上高
12兆2,866億円（2019年度）
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日本チェーンストア協会の
環境保全自主的行動計画

日本チェーンストア協会では、平成9年（1997年）1月に「チェー
ンストア業界の環境保全自主的行動計画」を定め、協会と会員企業が
一体となって環境問題により積極的に取り組むこととしました。この
計画では、３つの基本原則のもとに、「地球温暖化の防止」と「循環
型社会の構築」という２つの行動の柱を立てて、各企業各店舗におい
て可能なものから取り組むこととしています。

２

また、経団連の循環型社会形成自主行動計画において、業種別プラ
スチック関連目標を「２０３０年度までに、プラスチック製買物袋の
辞退率８０％を目指す。」と掲げています。



協会では、むだな包装を排除してごみとなる容器など
を減量するため、容器包装の簡素化・減量化に係る要綱
を昭和4７年（1972年）5月に定め、自主的に包装の改
善を進めて参りました。特に、プラスチックトレイにつ
いては、できる限り使用しないことを基本として、鮮度
や品質保持等の問題から使用がやむやむを得ないものを
具体的に例示するなどして、トレイの削減に努力してき
ました。このほか会員企業では、野菜や果物のばら売り
の推進、リサイクル商品や詰替え商品の積極的な展開、
メーカー様と協働して、軽く薄い容器の開発や使用促進
などにも取り組んでいます。

容器包装の簡素化・減量化
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容器の高さを低くし、重量を約
20%に削減
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留め具をなくし、袋を短くするなど、包装資
材の重量を約５０%に削減

留め具を
なくす

主な取り組みの事例

4出典；イオン（株）



上段左：各種詰め替え、再生資源利
用商品

上段中：ノントレイ商品の販売の様
子

上段右：トレイの素材変更

下段 ：店頭での野菜のばら売りの
様子

主な取り組みの事例
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会員企業は、店舗において資源の店頭回収をしリサイクルの積極的
な推進に取り組んでいます。回収された資源は、ベンチ、フラワーポ
ット、ペン立て、制服、ハンガー、文房具、ビデオテープの外箱、ト
イレットペーパーなどに生

まれ変わり再利用されてい

ます。

店頭回収の推進

店頭回収ボックス
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店頭回収量の推移
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主な取り組みの事例
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ペットボトルのリサイクル

ペットボトルキャップのリサイクル

出典；ユニー（株）



主な取組みの事例

９出典；イオン（株）



一層の店頭回収を促すに際しての問題点

◎回収ボックスへの異物混入や不分別

◎回収量増加による回収ボックスの増設及び設置場所の確
保、回収頻度の変更、人員に関する問題等による回収コ
ストの増加

◎地域においては、リサイクル業者が無い或いは契約出来
ずに処理に苦慮するなどの事例

◎回収した資源の運搬に際し、自治体により解釈が異なる
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皆様とともに持続可能な未来を･･･

ご静聴ありがとうございました

http://www.jcsa.gr.jp/
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